
２０１3年（平成２5年）11月１日
発行／北海道栗山町議会No.137

２ 特集「２４年度決算審査」
お金の使い方をチェック

６ 継立保育所民営化案を可決

８ 米乾燥施設増設補助金４億６千万円の補正
10 ５議員が一般質問

「新米！稲刈り！真っ盛り～！」
　　継立小学校稲刈り体験（2013.9.20）
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９月10日～20日
９月定例会

９
月
定
例
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
20
日
ま

で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
５
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、
補
正
予

算
や
条
例
改
正
な
ど
、
12
議
案
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
24
年
度
の
決
算
審
査
は
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
審
査
し
、
全
会
計
を
認
定

し
ま
し
た
。

お金の使い方をチェック

　

24
年
度
の
収
入
は
一

般
会
計
、
４
特
別
会
計
、

２
企
業
会
計
合
わ
せ
て

１
２
４
億
８
１
９
２
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
収
入
は
、
国

か
ら
地
方
交
付
税
や
補
助
金
、

借
入
金
な
ど
の
依
存
財
源
が

75
％
、
町
税
や
利
用
料
な
ど

の
自
主
財
源
が
25
％
を
占
め
、

財
源
の
４
分
の
３
は
国
や
道

か
ら
の
お
金
や
借
金
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
財
政
運
営
を
安

定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の

自
主
財
源
を
増
や
す
努
力
が

必
要
で
す
。

　

一
方
、
支
出
で
は
、
人
件

費
や
扶
助
費
、
公
債
費
を
合

わ
せ
た
義
務
的
経
費
が
全
体

の
44
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
借
金
の
返
済
に
当

た
る
公
債
費
が
20
％
を
占

め
、
町
財
政
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
審
査
過
程
で
指
摘

し
た
改
善
点
な
ど
は
新
年
度

予
算
に
生
か
さ
れ
、
よ
り
一

層
、
健
全
な
財
政
運
営
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人件費
11億 4882万円
　（15％）

物件費
施設の維持管理費

9億 8284万円　（13％）

補助金など
9億8902万円
　（18％）

公債費
借金の返済
14億 4693万円
　　（20％）

積立金
貸付金など
1億2690万円（2％）特別会計への繰出金

5億5107万円　
（7％）　

投資的経費
道路や公営住宅の整備など

10億 1836万円（13％）

24
年
度
決
算

全
会
一
致
で
認
定

支出
76億1527万円

維持補修費
2億3950万円（3％）

扶助費
児童手当や医療費助成など

　7億2287万円（9％）
収入

77億7135万円

町民税
固定資産税など
12億 6538万円（16％）

国からの運営費
36億 8204万円（48％）

借金
7億8576万円
  （10％）

国や道からの補助金
13億 4468万円

（17％）

利用料・保育料
給食費など
 6億 9349万円
　（9％）

一般会計

財源 使い方



３ くりやまぎかいだより№ 137
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お金の使い方をチェック
会　計　名 収　入 支　出 差　引

　一　般　会　計 77 億 7135 万円 76 億 1527 万円 1 億 5608 万円

　特　別　会　計

国 民 健 康 保 険 19 億 3325 万円 18 億 4862 万円 8463 万円

北海道介護福祉学校 1 億 3767 万円 1 億 3466 万円 301 万円

介 　 護 　 保 　 険 12 億 4014 万円 12 億 2942 万円 1072 万円

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 8130 万円 1 億 8123 万円 7 万円

小　　計 34 億 9236 万円 33 億 9393 万円 9843 万円

　企　業　会　計

水　道
  収 益 的 収 支 4 億　526 万円 3 億 5563 万円 4963 万円

  資 本 的 収 支 1285 万円 2 億 4511 万円 △ 2 億 3226 万円

下水道
  収 益 的 収 支 5 億　595 万円 6 億 7665 万円 △ 1 億 7070 万円

  資 本 的 収 支 2 億 9415 万円 5 億 7443 万円 △ 2 億 8028 万円

小　　計 12 億 1821 万円 18 億 5182 万円 △ 6 億 3361 万円

合　　計 124 億 8192 万円 128 億 6102 万円 △ 3 億 7910 万円

各会計の決算状況

区　　分 24 年度末 23 年度末 増減額

町税 1 億 5618 万円 1 億 5852 万円 △ 234 万円

公営住宅使用料 860 万円 1068 万円 △ 208 万円

保育料 133 万円 140 万円 △ 7 万円

児童クラブ利用料 1 万円 2 万円 △ 1 万円

ごみ処理手数料 45 万円 － 45 万円

給食費 266 万円 273 万円 △ 7 万円

老人保護措置費 73 万円 74 万円 △ 1 万円

国民健康保険税 1 億 1420 万円 1 億 1982 万円 △ 562 万円

下水道受益者負担金・使用料等 2950 万円 3121 万円 △ 171 万円

介護保険料 282 万円 262 万円 20 万円

後期高齢者医療保険料 100 万円 88 万円 12 万円

水道料 5863 万円 5348 万円 515 万

介護学校教育使用料 39 万円 19 万円 20 万円

合　　計 3 億 7650 万円 3 億 8229 万円 △ 579 万円

　

24
年
度
末
の
町
税
等
の
未

収
金
は
３
億
７
６
５
０
万
円

で
す
。
23
年
度
末
に
比
べ

５
７
９
万
円
の
減
少
で
す
。

　

そ
の
う
ち
、
公
営
住
宅
使

用
料
が
２
０
０
万
円
減
っ
て

い
ま
す
が
こ
れ
は
徴
収
強
化

に
よ
る
も
の
で
、
詳
細
は
次

頁
の
「
主
な
質
疑
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
未
収
金
対
策
に

つ
い
て
は
今
後
も
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

町税などの未収金

区　　分 24 年度末残高

財政調整基金 8 億 4191 万円

土地開発基金 2 億 5659 万円

備荒資金組合積立金 2 億 8513 万円

文化振興基金 9277 万円

国保給付費支払準備積立金 3 億 5005 万円

介護給付費準備基金 3384 万円

水道事業現金預金 7 億 3928 万円

その他基金 8737 万円

合　　計 26 億 8694 万円

区　　分 24 年度末残高

地方債（一般会計） 107 億 3244 万円

北海道福祉学校　
周辺整備事業債

1000 万円

下水道事業債 44 億 2055 万円

農業集落排水事業債 6 億 3232 万円

水道事業債 23 億　531 万円

合　　計 181 億　  62 万円

まちの借金（地方債）

まちの貯金（基金）

　

ま
ち
の
貯
金
で
あ
る
基
金

残
高
は
約
27
億
円
で
、
前
年

度
よ
り
約
１
億
円
増
え
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
ま
ち
の
借
金
は
約

１
８
１
億
円
で
、
前
年
度
よ

り
約
９
億
円
減
り
、
町
財
政

の
健
全
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
当
た
り

で
計
算
す
る
と
貯
金
が
21
万

円
、
借
金
は
１
３
９
万
円
と

な
り
ま
す
。

※企業会計の不足額は内部留保資金（施設更新の積立金）から補てん

町
民
一
人
当
た
り

１
３
９
万
円
の
借
金

町
税
等
未
収
金

３
億
７
６
５
０
万
円

町民１人当たり
約21万円

町民１人当たり
約139万円
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住
宅
使
用
料
の

悪
質
滞
納
者
は
裁
判
へ

で
雨
不
足
に
よ
り
芝
の

生
育
が
悪
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、

芝
が
痛
む
こ
と
が
懸
念

さ
れ
た
た
め
様
子
を
見

て
い
た
と
こ
ろ
。
看
板

は
本
来
で
あ
れ
ば
設
置

が
必
要
で
あ
っ
た
。
町

民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

も
あ
り
対
応
し
た
い
。

住
宅
使
用
料
の
滞
納
が

こ
こ
数
年
減
少
し
て
い

る
が
？　
　

現
年
分
を
翌
年
に
繰
り

越
さ
な
い
よ
う
徴
収
を

強
化
。
過
年
分
に
つ
い

て
は
、
電
話
に
よ
る
督

促
、
連
帯
保
証
人
へ
の

協
力
を
要
請
。
悪
質
滞

納
者
に
対
し
て
は
弁
護

士
へ
委
任
し
、
裁
判
に

も
っ
て
い
く
。
こ
れ
ま

で
に
14
件
、
弁
護
士
へ

委
任
。
強
制
的
な
措
置

を
取
っ
た
こ
と
で
効
果

が
で
た
。

　
　湯

地
地
区
環
境
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
ド
ッ
ク

ラ
ン
に
犬
・
猫
を
走
ら

せ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

た
こ
と
が
無
い
。
案
内

看
板
も
な
い
が
？　
　

昨
年
８
月
か
ら
本
格
的

な
工
事
が
始
ま
っ
た
が

９
月
頃
の
長
雨
に
よ
り

工
事
が
遅
れ
た
。
ま
た
、

本
年
６
月
か
ら
８
月
ま

「決算審査特別委員会」主な質疑

ＱＡ

特
別
職
の
海
外
研
修
は

何
日
間
か
、
随
行
の
職

員
の
旅
費
は
ど
こ
か

ら
支
出
さ
れ
て
い
る
の

か
、
各
施
策
に
活
か
さ

れ
て
い
る
の
か
？

昨
年
10
月
17
日
か
ら
24

日
ま
で
８
日
間
。
ド
イ

ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

で
環
境
政
策
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク

ル
等
の
研
修
。
ス
イ
ス

の
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト

に
農
村
景
観
。
ラ
ボ
ー

地
区
に
て
ワ
イ
ン
栽
培

を
中
心
と
し
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
修

を
し
た
。
即
実
践
で
き

る
も
の
、
今
後
検
討
し

て
い
く
も
の
が
あ
る
た

め
、
成
果
は
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
。
職
員
２

名
の
随
行
は
自
己
啓
発

研
修
旅
費
の
中
か
ら
支

出
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
深
夜
・

早
朝
に
使
用
可
能
と
す

る
た
め
タ
ク
シ
ー
会
社

等
へ
設
置
の
考
え
は
？

消
防
署
に
は
貸
し
出
し

用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ

れ
、
24
時
間
対
応
で
き

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
拡
大
し
て
い
く
か
は

今
後
、
そ
う
い
っ
た
要

望
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
検
討
し
た
い
。

　
　指

定
管
理
者
に
対
す
る

労
働
条
件
の
確
認
は
？

人
員
配
置
状
況
の
実
績

報
告
に
あ
た
っ
て
は
、

雇
用
形
態
、
賃
金
形
態
、

基
本
賃
金
、
１
週
間
の

勤
務
時
間
数
、
社
会
保

障
等
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
最
低
賃
金
、
雇

用
保
険
の
適
用
等
の
確

認
は
し
て
い
る
。
所
定

の
時
間
を
超
え
て
い
る

方
が
６
人
ほ
ど
い
る
中

で
、
雇
用
保
険
が
掛
け

ら
れ
て
い
な
い
実
態
が

あ
る
。
調
査
の
結
果
、

す
べ
て
65
歳
以
上
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
毎
年
確
認
し

て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
に
は
、
毎
年

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
へ

行
っ
て
い
る
の
か
？

延
べ
30
日
、
職
員
２
人
、

大
阪
・
東
京
・
広
島
・

愛
知
・
岐
阜
に
出
張
し

て
い
る
。
北
海
道
東
京

事
務
所
や
各
関
係
省

庁
、
進
出
企
業
な
ど
か

ら
情
報
収
集
を
し
て
い

る
。
企
業
立
地
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
道
内

２
件
、
道
外
６
件
あ
っ

た
。

特
別
職
の
海
外
研
修
の
成
果

今
後
の
施
策
に
反
映

湯地地区にあるエコビレッジとドッグラン

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
手
洗

機
の
導
入
で
学
校
給
食
衛

生
管
理
基
準
が
全
て
満
た

さ
れ
た
の
か
？

手
洗
機
の
導
入
に
よ
り

全
て
の
基
準
を
満
た
す

も
の
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
、
由
仁
町
と
衛
生

管
理
基
準
を
満
た
す
給

食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て

い
る
。

学
校
給
食
数
は
ど
の
く

ら
い
か
。
放
射
能
検
査

は
さ
れ
て
い
る
の
か
、

地
元
産
食
材
の
利
用
の

今
後
の
方
向
性
は
？

給
食
数
は
当
初
、
小

学
校
は
２
０
２
日
、

６
８
９
人
を
見
込
み
、

１
９
５
日
、
６
４
７
人

の
実
績
、
中
学
校
は
当

初
２
０
２
日
、
３
８
７

人
を
見
込
み
、
２
０
４

日
、
３
５
３
人
の
実
績

と
な
っ
て
い
る
。
食
材

の
放
射
能
検
査
は
行
っ

て
い
な
い
。
流
通
し
て

い
る
も
の
は
問
題
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
地

元
産
食
材
の
利
用
に
つ

い
て
は
少
な
い
量
で
あ

れ
ば
可
能
で
あ
る
が
、

農
協
の
よ
う
に
ロ
ッ
ト

で
流
通
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
費
用
負
担
や
必

要
数
の
確
保
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
。
少
な

い
地
場
産
食
材
の
活
用

に
つ
い
て
は
今
後
も
検

討
し
た
い
。
地
場
産
品

を
可
能
な
限
り
使
う
と

い
う
基
本
姿
勢
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

小
中
学
校
の
眼
科
検
診

の
結
果
は
ど
の
よ
う
な

傾
向
に
あ
る
か
？

把
握
し
て
い
な
い
が
、

傾
向
を
知
っ
て
お
く
こ

と
は
当
然
と
思
う
。
検

診
は
病
気
の
発
見
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
。

保
健
だ
よ
り
で
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
、
視

力
の
低
下
な
ど
の
個
人

の
状
況
も
保
護
者
へ
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。
し

か
し
、
地
域
の
学
校
と

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

由
仁
町
と
設
置
に
向
け
協
議

し
て
全
体
像
は
教
育
委

員
会
と
し
て
知
る
べ
き

で
あ
り
、
今
後
と
も
、

子
供
た
ち
の
健
康
に
留

意
し
て
い
き
た
い
。

景
観
緑
肥
モ
デ
ル
事
業

の
実
績
、
効
果
と
そ
れ

を
踏
ま
え
た
来
年
度
の

取
り
組
み
は
？
　
　

33
件
、
21
・
４
㌶
、

４
２
８
万
円
。
今

年
度
は
52
・
２
㌶
、

１
０
４
３
万
円
で
倍
で

あ
る
。
効
果
と
し
て
は

農
村
景
観
の
向
上
、
地

力
増
進
、
耕
作
放
棄
地

の
防
止
に
も
な
る
。
事

業
評
価
で
は
継
続
し
て

進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
が
、
単
価
や
手
法

な
ど
問
題
点
を
検
証
し

事
業
内
容
の
改
善
を
図

り
た
い
。

除
雪
作
業
は
何
社
に
委

託
し
て
い
る
の
か
、
積

雪
量
は
ど
の
程
度
か
？

栗
山
地
区
建
設
運
送
事

業
協
同
組
合
に
委
託
し

て
い
る
。
組
合
の
構
成

は
町
内
建
設
業
者
５

学校給食は食育の生きた教材

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ
社
、
個
人
２
人
と
な
っ

て
い
る
。
狭
い
道
路
の

除
雪
に
つ
い
て
は
各
地

域
の
個
人
９
人
に
委
託

し
て
い
る
。
積
雪
量
は

６
㍍
75
㌢

「
ロ
ッ
ジ
栗
の
木
」
の

維
持
管
理
費
、
利
用
状

況
、
今
後
の
活
用
は
？

電
気
料
39
万
７
千
円
、

水
道
料
20
万
５
千
円
。

利
用
状
況
は
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
１
件
、
町
内
団

体
１
件
、
延
べ
４
日
間

の
利
用
。
本
施
設
は
、

前
所
有
者
が
ホ
テ
ル
と

し
て
建
設
し
た
。
当
面

各
種
団
体
へ
の
宿
泊
や

会
議
、
研
修
等
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

他
の
利
活
用
で
き
な
い

か
各
課
横
断
的
に
検
討

し
た
い
。

利用が少ないロッジ栗の木



９月定例会
議案審議

継
立
保
育
所
民
営
化
案

賛
成
９
反
対
２
で
可
決

行
財
政
改
革
、
将
来
的
な

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
目
的

に
提
案
さ
れ
た
継
立
保
育

所
民
営
化
案
を
産
業
福
祉

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　

議　件　名
結

果

八
木
橋

友

成 

大

井 

三

田 

小

寺 

大

西

大

平

藤

本 

楢

崎

置

田

重

山

鵜

川

継立保育所民営化案 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ―

継立保育所に関する陳情書 不 × × × × × × × × × ○ ○ ―

反
対
討
論

付
帯
意
見

①
継
立
保
育
所
に
お
け
る
多

く
の
保
護
者
に
と
っ
て
民
営

化
は
初
め
て
の
経
験
で
あ

り
、
様
々
な
不
安
を
持
た
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
不

安
を
取
り
除
け
る
よ
う
努
力

す
る
こ
と
。

②
特
に
、
移
管
先
法
人
と
は

十
分
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
、

保
護
者
・
保
育
士
と
の
意
見

交
換
を
し
、
子
供
た
ち
に
事

故
が
無
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。

③
栗
山
町
に
お
い
て
は
既
に

民
営
化
や
指
定
管
理
者
制
度

も
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
実
績
、
経
験
を
十

分
に
活
か
し
対
応
す
る
こ

と
。

重
山　

保
護
者
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
。
保
育
所
職

員
が
辞
め
な
い
限
り
財
政
効

果
が
な
い
。
国
が
進
め
る
官

か
ら
民
へ
の
流
れ
に
沿
っ
て

町
内
全
て
の
保
育
所
を
民
営

化
す
べ
き
で
な
い
。
保
育
士

が
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の

研
修
環
境
は
公
立
の
方
が
保

障
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
専
門

性
を
活
か
し
て
保
育
士
が
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
保
障

す
る
こ
と
も
労
働
行
政
を
担

う
町
の
役
割
。
官
民
連
携
と

言
い
な
が
ら
保
護
者
と
保
育

園
と
の
直
接
契
約
や
個
人
給

付
の
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
へ
の
移

行
を
法
人
と
協
議
す
る
こ
と

は
矛
盾
し
て
い
る
。

楢
崎　

民
間
の
特
色
あ
る
運

営
で
利
用
者
の
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

行
政
の
子
育
て
支
援
体
制
の

充
実
が
図
ら
れ
官
民
の
効
果

的
な
役
割
分
担
が
で
き
る
。

民
営
化
後
の
保
育
が
変
わ
ら

な
い
こ
と
は
既
に
栗
山
保
育

所
が
民
営
化
し
て
６
年
間
経

ち
、
高
い
評
価
の
元
で
運
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
し

て
い
る
。
町
も
引
き
受
け
法

人
と
の
調
整
、
保
育
指
針
、

保
育
料
徴
収
、
補
助
金
な
ど

か
か
わ
り
を
持
ち
続
け
る
。

町
と
保
護
者
、
引
き
受
け
法

人
と
の
三
者
に
よ
る
協
議
会

の
設
置
を
通
し
て
適
切
な
保

育
所
運
営
が
確
約
さ
れ
る
。

置
田　

第
６
次
総
合
計
画
の

取
り
組
み
の
中
で
保
育
所
の

問
題
、
継
立
中
学
校
の
閉
校

へ
の
対
応
も
含
め
た
継
立
の

振
興
策
を
議
論
す
べ
き
。
父

母
と
の
共
通
認
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

非
常
に
大
き
な
問
題
。
民
営

化
の
問
題
が
テ
ー
ブ
ル
に
上

が
っ
た
の
が
昨
年
の
12
月
、

父
母
の
会
の
役
員
も
変
わ

り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

共
通
事
項
と
し
て
民
営
化
へ

の
共
通
認
識
が
深
ま
ら
ず
、

短
い
日
程
の
中
で
進
め
ら
れ

た
こ
と
で
陳
情
書
が
提
出
さ

れ
た
。
６
次
総
合
計
画
を
前

倒
し
て
、
南
部
の
振
興
策
、

保
育
所
の
問
題
を
総
合
的
に

か
ん
が
み
た
中
で
１
年
、
複

数
年
か
け
判
断
す
る
こ
と
が

賢
明
で
は
な
い
か
。

友
成　

少
子
化
に
よ
る
園
児

の
定
員
割
れ
、
職
員
人
件
費

の
増
加
、
国
庫
負
担
金
の
減

少
で
ど
こ
の
町
村
で
も
経

営
が
悪
化
し
て
い
る
の
が
現

状
。
民
営
化
は
保
護
者
の
夫

婦
共
働
き
、
家
庭
や
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
、
保
育
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
な
ど
民
間
保
育

所
の
持
つ
機
動
性
、
柔
軟
性

を
活
か
し
た
保
育
運
営
が
期

待
で
き
る
。
保
護
者
は
行
政

の
説
明
が
不
十
分
だ
か
ら
疑

問
、
不
安
、
不
信
感
を
抱
い

て
い
る
。
そ
の
解
消
策
と
し

て
保
護
者
、
行
政
、
議
会
が

積
極
的
な
懇
談
を
し
、
そ
の

内
容
を
開
示
す
る
。
受
け
入

れ
法
人
の
決
定
後
は
そ
の
法

人
も
加
え
た
中
で
懇
談
を
重

ね
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、

万
全
を
期
す
こ
と
を
願
う
。

賛
成
討
論

くりやまぎかいだより№ 137 ６



出来事・話題
T o p i c s

夕張市議会との共催で議員研修会を開
催。講師は元栗山町議会事務局長で

現在、東京財団研究員（第 30 次地方制度
調査会委員）の中尾修氏。「全国に広がる
議会改革」と題し、「両議会は存在する限
りにおいて全国から注目されるという重い
十字架、宿命を背負っている」と指摘。さ
らなる議会改革の推進を期待されました。

議決までの流れ

北海道町村議会広報研修会

８月20日／京王プラザホテル札幌

北海道町村議会議長会主催の議会広報研
修会に参加。講師は広報コンサルタン

トの深沢徹氏。当町議会からは広報におけ
る「だである調」「ですます調」の使い分
けについて質問をし、分類別に分けること
など的確なアドバイスをいただきました。

夕張市議会と合同議員研修会

８月９日／ホテルパラダイスヒルズ

町側から議案提出　３月１９日
→産業福祉常任委員会付託

委員会審査
４月２４日
５月２４日
６月２６日

継立保育所父母の会との意見交換会
７月２５日（継立南部公民館）

委員会審査
８月７日、９月４日

よりよい継立保育所をつくる会から民営化　
１年間延長などに関する要望書８月２３日、
陳情書９月５日提出

委員会審査
９月１９日
→質疑・自由討議
　討論・採決

９月定例会審査報告　９月２０日
→質疑・自由討議・討論・採決

参考人質疑　９月１７日
→よりよい継立保育所をつくる会より３人

※要望書、陳情書の詳細は議会の
ホームページまたは議会事務局まで

くりやまぎかいだより№ 137７
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楢
﨑
議
員　

工
事
の
具
体
的

な
内
容
は
？

教
育
次
長　

駐
車
場
整
備
と

校
舎
前
の
張
り
芝
、
暗あ
ん
き
ょ渠
工

事
。
駐
車
場
は
普
通
乗
用
車

36
台
分
。
防
雪
の
た
め
三

笠
栗
山
線
沿
い
に
ヒ
バ
の

木
を
植
栽
。
張
り
芝
は
約

２
２
０
０
㎡
。

楢
﨑
議
員　

建
物
の
改
修
は

予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
？

教
育
次
長　

建
物
の
改
修
は

別
の
補
助
事
業
で
予
定
。
寒

気
対
策
、
障
が
い
者
用
の
ト

イ
レ
、
夜
間
研
修
用
の
照
明

設
備
、
音
響
設
備
な
ど
。

一
般
会
計
他
４
会
計

を
全
会
一
致
で
可
決

質

疑

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

５
億
６
４
４
８
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
は

82
億
３
７
３
７
万
円
。

　

こ
の
う
ち
、
米
乾
燥
調
製

施
設
増
設
事
業
補
助
金
の

４
億
６
７
９
２
万
円
の
補
正

は
、
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組

合
が
実
施
す
る
施
設
増
設
事

業
に
対
す
る
補
助
金
で
、
道

補
助
金
２
億
８
７
８
２
万

円
と
町
債
（
町
の
借
入
金
）

１
億
７
６
８
０
万
円
を
主
な

財
源
と
し
て
実
施
す
る
。

　

事
業
内
容
は
出
荷
棟
１

棟
、
待
機
タ
ン
ク
７
㌧
×
４

×
２
系
列
、
全
自
動
下
見
検

査
設
備
２
台
、
色
彩
選
別
機

１
台
の
導
入
な
ど
。

９月定例会
補正予算

米
乾
燥
調
製
施
設
の
増
設
に

４
億
６
千
８
百
万
円

友
成
議
員　

施
設
の
利
用
促

進
へ
の
啓
発
活
動
は
？

教
育
次
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、現
在
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
に

よ
り
町
外
の
教
育
機
関
へ
の

利
用
促
進
も
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
職
員

１
人
を
専
任
と
し
て
配
置
。

施
設
の
改
修
と
併
せ
て
利
用

促
進
を
図
り
た
い
。

八
木
橋
議
員　

ス
キ
ー
場
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
毎

年
、
２
０
０
万
円
く
ら
い
の

修
繕
費
が
か
か
る
の
か
？

教
育
次
長　

今
回
の
補
正
は

ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
を
動
か
す

た
め
の
モ
ー
タ
ー
を
載
せ
て

い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎

部
分
の
修
繕
。
リ
フ
ト
は
オ

ー
プ
ン
前
と
シ
ー
ズ
ン
中
に

点
検
を
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
、
次
の
シ
ー
ズ
ン

の
安
全
を
確
保
を
す
る
た
め

補
正
予
算
を
計
上
。
ま
た
、

栗
山
中
学
校
で
ス
キ
ー
授
業

が
再
開
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

ス
キ
ー
場
の
貸
し
ス
キ
ー
置

き
場
だ
っ
た
場
所
を
授
業
時

の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
す
る
た

め
必
要
最
低
限
の
修
繕
を
お

願
い
す
る
も
の
。

雨
煙
別
小
コ
カ
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
工
事

ス
キ
ー
場
修
繕

自然体験プログラムの拠点コカコーラ環境ハウス
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条
　
例

▼
栗
山
町
税
条
例
を
改
正

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
を
改
正

▼
栗
山
町
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
及
び
栗
山
町
下
水
道
事

業
の
受
益
者
負
担
に
関
す
る

条
例
を
改
正

以
上
３
件
の
条
例
は
地
方
税

法
等
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

人
事
案
件

意
見
書

道
州
制
導
入
に

断
固
反
対

【
要
旨
】　

道
州
制
の
導
入
は

ほ
と
ん
ど
の
町
村
に
お
い

て
、
事
実
上
の
合
併
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
お
そ
れ
が
高
い

う
え
、
道
州
は
も
と
よ
り
再

編
さ
れ
た
「
基
礎
自
治
体
」

は
、
住
民
と
行
政
と
の
距
離

が
格
段
に
遠
く
な
り
、
住
民

自
治
が
衰
退
す
る
。

　

効
率
性
や
経
済
性
を
優
先

し
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
、

郷
土
意
識
を
無
視
し
て
つ
く

り
上
げ
る
大
規
模
な
団
体

は
、
住
民
を
置
き
去
り
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
到
底
地
方

自
治
体
と
呼
べ
る
も
の
で
は

な
い
。
多
様
な
自
治
体
の
存

在
を
認
め
、
個
々
の
自
治
体

の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
、

ひ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
の

国
力
の
増
強
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

　

よ
っ
て
、
我
々
栗
山
町
議

会
は
、
道
州
制
の
導
入
に
断

固
反
対
す
る
。

※
関
係
省
庁
へ
提
出

 井田一惠 氏 ( 桜丘 )

　

平
成
25
年
９
月
30
日
を
も

っ
て
井
田
委
員
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
同
氏
を
再
任

す
る
こ
と
に
同
意
。

　

任
期
は
平
成
29
年
９
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
。

５億

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

医
療
費
、
納
付
金
な
ど
の
額

の
確
定
。

（
２
９
３
９
万
円
の
増
額
）

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計
補
正
予
算

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
生
派
遣
事

業
の
随
行
者
を
追
加
。

（
52
万
円
の
増
額
）

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

介
護
給
付
費
お
よ
び
地
域
支

援
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
負

担
金
・
支
払
基
金
交
付
金
の

精
算
。

（
１
４
０
５
万
円
の
増
額
）

▼
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

水
道
技
術
管
理
者
資
格
取
得

に
関
わ
る
旅
費
、
研
修
費
の

追
加
。

（
56
万
円
の
増
額
）

教
育
委
員
に

井
田
氏
を
再
任

一般会計補正予算

6448万円
追加した主な事業 補 正 額

米乾燥調製施設増設事業補助金 ４億 6792 万円

雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス整備工事 2850 万円

継立保育所駐車場整備、フェンス改修等 719 万円

スキー場リフト原動機基礎補修等 239 万円

増額

稲
作
は
お
米
に
な
る
ま
で
八
十
八
の
手
間

が
か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
継
小
の
子
ど

も
た
ち
も
稲
刈
り
体
験
で
そ
の
一
端
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
栗
山
町

も
今
年
は
豊
作
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
い
し
い
お
米
が
各
ご
家
庭
の
食

卓
に
並
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

～
大
井
撮
影

表
紙
の
一
枚
！



①生活保護基準削減への対応策は
②小学校体育館つり天井の対応策は

５議員が一般質問
重山雅世 議員

①炭の多面的利活用の具現化は
②中小企業振興基本条例の策定は

八木橋義則 議員

①町議会議員の補欠選挙の考えは
②広域ごみ焼却施設への参加は

楢﨑忠彦 議員

友成克司 議員

三田源幸 議員

①町職員の女性管理職の登用は
②全国学力テストの結果を受けて

①町職員人事を９月実施にしては
②国道 234 号に国の公共工事を

町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い

10くりやまぎかいだより№ 137
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

社
会
保
障

  生活保護基準削減への対応策は
今年度影響ない、次年度は要検証

議
員　

安
倍
政
権
は
８
月
か

ら
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
を
強
行
し
た
。
３
年
間
で

最
大
10
％
に
も
達
す
る
大

改
悪
で
あ
る
。
厚
労
省
試
算

で
は
40
代
夫
婦
と
小
中
学
生

の
子
２
人
世
帯
の
場
合
、
８

月
か
ら
月
額
５
千
円
、
来
年

は
１
万
５
千
円
の
減
額
で
あ

り
、
子
供
が
多
い
世
帯
ほ
ど

削
減
額
が
大
き
く
、
子
供
の

貧
困
に
拍
車
を
か
け
る
。
生

活
保
護
基
準
が
下
が
る
と
住

民
税
の
課
税
基
準
が
下
が

り
、
非
課
税
か
ら
課
税
さ
れ

る
世
帯
も
で
る
。
就
学
援
助

が
打
ち
切
ら
れ
た
り
、
保
育

料
が
例
え
ば
３
歳
未
満
児
の

場
合
「
非
課
税
世
帯
は
月
額

９
千
円
、
均
等
割
の
み
の
課

税
世
帯
で
は
１
万
６
千
５
百

円
」
と
負
担
が
増
え
る
。

　

今
年
度
以
降
に
影
響
の
で

る
制
度
の
利
用
者
数
と
影
響

者
数
お
よ
び
対
応
策
は
。

町
長　

今
回
の
見
直
し
に
よ

る
影
響
は
、
今
後
、
支
給
の

内
容
等
に
つ
い
て
検
証
を
行

い
、
他
自
治
体
の
動
向
を
見

な
が
ら
町
村
会
な
ど
を
通
じ

て
、
要
望
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
。

　

平
成
25
年
度
中
に
お
け
る

見
直
し
に
よ
る
影
響
者
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
い
な
い
。
新

た
に
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
改
正
前
の
基
準
額
を
用

い
る
な
ど
の
対
応
を
図
る
。

　

平
成
26
年

度
以
降
に
つ

い
て
は
、
担

当
部
署
を
中

心
に
、
削
減

等
に
よ
る
影

響
な
ど
を
検

証
し
、
対
応

を
協
議
し
て

い
き
た
い
。

くりやまぎかいだより№ 137

重山雅世 議員

議
員　

文
科
省
は
、
東
日

本
大
震
災
で
落
下
被
害
が

あ
っ
た
屋
内
運
動
場
の
つ
り

天
井
に
つ
い
て
耐
震
性
を
点

検
し
、
危
険
な
場
合
は
撤
去

を
要
請
し
て
い
る
。
本
町
で

は
栗
山
・
角
田
両
小
学
校
体

育
館
に
吊
り
天
井
が
設
置
さ

れ
、
災
害
時
の
避
難
所
で
も

あ
る
。
非
構
造
部
材
（
天
井

材
、
照
明
器
具
、
窓
ガ
ラ
ス

等
）
の
耐
震
診
断
は
じ
め
今

後
の
対
応
策
を
。

教
育
長　

一
般
的
に
体
育
館

を
つ
り
天
井
に
す
る
理
由

は
、
音
響
や
防
音
の
対
策
、

断
熱
性
能
の
向
上
、
式
典
や

行
事
な
ど
の
各
種
環
境
条
件

に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
以
来
、
高
所
か
ら
の

落
下
物
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
学
校
施
設
は
、

地
震
時
の
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
や
、
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、
文

部
科
学
省
の
手
引
き
に
従
い

教
職
員
に
よ
る
見
回
り
、
点

検
を
行
っ
た
と
こ
ろ
問
題
は

な
か
っ
た
。
今
後
、
施
設
の

状
況
に
応
じ
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
ず
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
か
を
総
合
的
に
検
討
し

た
い
。

議
員　

人
に
や
さ
し
い
住

宅
助
成
事
業
の
拡
充
と
し

て
、
外
壁
・
屋
根
等
の
修
繕
、

塗
装
工
事
な
ど
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を
加
え
る
と
高
い

効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
。

町
長　

単
な
る「
バ
ラ
撒
き
」

で
は
な
く
、
安
心
し
て
長
く

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

住
環
境
整
備
を
目
指
し
た
初

期
の
目
的
達
成
の
た
め
、
現

制
度
の
ま
ま
実
施
し
た
い
。

こ
う
い
う
質
問
も

し
ま
し
た

教育環境

施
設
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
講
ず
る

小
学
校
体
育
館
つ
り
天
井
の
対
応
策
は

学校施設は災害時の児童生徒等の安全
確保や避難所でもある（栗山小学校）

2013 年度は７月時点（厚労省調べ）
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９月定例会　一般質問

地
方
選
挙

来年予定の町長選挙に併せ実施

  町議会議員の補欠選挙の考えは

議
員　

24
年
９
月
14
日
の
炭

化
処
理
施
設
１
号
炉
の
炉
内

爆
発
事
故
に
つ
い
て
詳
細
な

原
因
の
解
明
は
。

　

道
央
地
域
ご
み
処
理
広
域

化
推
進
協
議
会
の
行
政
報
告

を
受
け
た
が
、
町
は
焼
却
施

設
に
参
加
し
、
生
活
環
境
を

和
ら
げ
高
齢
者
に
や
さ
し
い

施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

各
町
内
会
の
ご
み
処
理
に

お
け
る
取
り
組
み
事
例
は
。

　

町
指
定
ご
み
袋
へ
の
氏
名

記
入
は
。

　

回
収
さ
れ
な
い
ご
み
袋
や

買
い
物
袋
に
入
れ
て
出
さ
れ

た
ご
み
の
処
理
は
。

　

不
法
投
棄
と
空
き
缶
等
の

ポ
イ
捨
て
お
よ
び
飼
い
犬
の

ふ
ん
の
放
置
の
防
止
に
関
す

る
条
例
と
の
整
合
性
は
。

町
長　

炭
化
処
理
施
設
の
爆

発
事
故
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
炭
化
炉
内
の
ガ
ス
抜
き

管
が
詰
ま
っ
た
こ
と
が
主
た

る
原
因
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
対
応
す
る
安

全
対
策
に
努
め
て
い
る
。

　
「
道
央
地
域
ご
み
処
理
広

域
化
推
進
協
議
会
」
に
つ
い

て
は
11
月
に
脱
退
の
意
思
表

明
を
行
う
が
、
そ
の
後
も
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
予

定
で
あ
る
。

　

ご
み
収
集
問
題
に
つ
い
て

は
、
各
町
内
会
ご
と
に
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
施
錠
や
指

定
袋
へ
の
記
名
な
ど
に
取
り

今年７月に実施された参議院議員選挙
における栗山町の投票率は 59.53％

議
員　

財
団
法
人
・
明
る
い

選
挙
推
進
協
会
の
調
査
に
よ

る
と
、「
投
票
所
ま
で
の
時

間
が
投
票
傾
向
に
影
響
を
与

え
て
い
る
」。
５
分
未
満
で

投
票
所
に
行
け
る
場
合
、「
投

票
に
行
っ
た
」
は
81
・
７
％

だ
が
、
20
分
以
上
か
か
る
場

合
は
52
・
２
％
に
留
ま
っ
て

い
る
。
有
権
者
が
投
票
し
や

す
い
環
境
整
備
へ
対
策
強
化

が
求
め
ら
れ
る
が
考
え
は
。

　

ま
た
、
任
期
途
中
で
辞
職

し
、
現
在
、
１
人
の
欠
員
に

な
っ
て
る
町
議
会
議
員
の
補

欠
選
挙
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
る
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　

投
票
環

境
に
つ
い
て
、
期
日
前
投
票

所
の
増
設
は
考
え
て
い
な
い

が
、
有
権
者
の
関
心
を
高
め

る
啓
発
や
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
投
票
所
へ
の
移
動
方

法
の
検
討
な
ど
、
投
票
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
。

　

町
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

に
つ
い
て
は
、
公
職
選
挙
法

の
規
定
に
よ
り
、
来
年
予
定

の
町
長
選
挙
に
併
せ
て
行
う

こ
と
に
な
る
。

環境対策

広
域
推
進
協
議
会
は
11
月
に
脱
退

広
域
ご
み
焼
却
施
設
へ
の
参
加
は

ごみステーションの施錠や指定袋へ
の記名に取り組む町内会もある

くりやまぎかいだより№ 137

八木橋義則 議員

組
ま
れ
て
い
る
が
、
町
が
氏

名
の
記
入
を
義
務
付
け
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
ル
ー
ル
違
反
で
出

さ
れ
た
ご
み
に
つ
い
て
は
啓

発
を
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
最
終
的
に
は
埋
め
立

て
処
理
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
不
法
投
棄
に
つ

い
て
は
警
察
と
連
携
し
、
条

例
を
定
め
た
中
で
対
応
し
て

い
る
。
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

女
性
参
画

  町職員の女性管理職の登用は

男女に関わらず資質により判断

議
員　

平
成
20
年
４
月
に
内

閣
府
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、政
策
、

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
の
拡
大
が
極
め
て
重
要

と
し
た
。

　

政
府
内
に
お
い
て
も

２
０
２
０
年
ま
で
に
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
指
導
的
地
位
に
女

性
が
占
め
る
割
合
30
％
程
度

を
目
標
と
し
「
女
性
の
参
画

加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
決
定

し
た
。

　

本
町
の
女
性
職
員
の
割
合

と
管
理
職
の
在
籍
状
況
は
。

　

女
性
職
員
の
管
理
職
登
用

へ
の
受
け
止
め
方
は
。

　

今
後
に
お
け
る
女
性
管
理

職
の
配
置
は
。

町
長　

女
性
職
員
の
割
合
は

55
人
（
37
・
１
％
）
で
管
理

職
27
人
中
、
女
性
は
１
人
で

あ
る
。

　

管
理
職
の
登
用
と
配
置

は
、
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
、

管
理
職
と
し
て
の
資
質
な
ど

総
合
的
に
判
断
し
登
用
し
て

い
る
。

　

今
後
も
研
修
な
ど
を
通
し

て
有
能
な
人
材
で
、
指
導
力

や
管
理
能
力
に
た
け
た
職
員

を
登
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

女
性
の
参
画
は
国
を
あ
げ

て
の
方
針
で
あ
り
、
管
理
職

ば
か
り
で
は
な
く
女
性
が
生

き
生
き
と
働
け
る
職
場
環
境

を
作
っ
て
い
く
。

女性職員が多い役場の住民福祉課窓口
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楢﨑忠彦 議員

議
員　

文
科
省
は
、
全
国
の

小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生

を
対
象
に
、
本
年
４
月
に

行
っ
た
全
国
学
力
、
学
習
状

況
調
査（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）

の
結
果
を
公
表
し
た
。
北
海

道
の
平
均
正
答
率
は
、
小
中

学
校
と
も
下
位
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か
。

　

今
後
の
教
育
施
策
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
の
か
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

小
学
６
年
生
の
学

力
調
査
は
北
海
道
の
平
均
正

答
率
に
近
く
、
中
学
３
年
生

は
全
国
平
均
を
２
・
５
ポ
イ

ン
ト
上
回
る
結
果
で
教
育
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

学
習
状
況
調
査
で
は
「
テ

レ
ビ
視
聴
時
間
や
ゲ
ー
ム
等

す
る
時
間
が
長
い
」、「
朝
食

を
食
べ
る
率
や
学
校
の
出
来

事
を
話
す
率
が
低
い
」
な
ど

平
成
19
年
度
以
来
の
傾
向
で

あ
り
、
有
効
な
手
立
て
を
要

す
る
と
考
え
る
。

　

教
育
方
針
で
示
し
た

「
し
っ
か
り
考
え
、
じ
っ
く

り
学
ば
せ
る
」
こ
と
を
徹
底

す
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
栗
山
を
大
切

に
す
る
人
を
育
て
る
」
た
め

に
教
育
全
て
を
ふ
る
さ
と
教

育
と
し
て
諸
政
策
を
着
実
に

行
っ
て
い
く
。

学校教育

教
育
方
針
で
示
し
た
こ
と
を
徹
底

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
受
け
て

家庭での基本的な生活習慣は、
学力と高い相関関係にある
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行
政
運
営

業務の熟知と退職者の補充必要

  町職員人事を９月実施にしては

議
員　

行
政
の
仕
組
み
は
時

代
に
よ
り
変
わ
る
も
の
と
思

う
。
町
の
予
算
は
、
町
長
と

職
員
一
丸
と
な
っ
て
編
成
し

た
英
知
の
結
集
で
あ
る
。
職

員
が
熱
い
思
い
を
も
っ
て
企

画
立
案
し
た
も
の
が
、
４
月

人
事
で
は
、
異
動
前
の
職
員

が
編
成
し
た
予
算
を
異
動
後

の
職
員
が
執
行
す
る
こ
と
と

な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
仕
事
の
深
さ

が
変
わ
り
町
民
に
は
デ
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
こ
で
、
職
員
の
人
事

を
９
月
に
実
施
し
て
は
。

町
長　

人
事
異
動
に
伴
う
課

題
は
、
い
ず
れ
の
時
期
で
も

生
ず
る
。
政
策
立
案
能
力
や

実
行
力
を
最
大
限
発
揮
さ

せ
、
町
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
て
適
材
適
所
の
職
員
配

置
は
重
要
で
あ
り
、
異
動
の

ロ
ス
を
最
小
限
に
抑
え
て
い

る
。

　

９
月
の
人
事
異
動
で
は
、

業
務
を
熟
知
し
な
い
中
で
の

予
算
編
成
の
問
題
も
想
定
さ

れ
、
３
月
退
職
者
の
補
充
も

必
要
で
あ
る
。
職
員
自
身
で

政
策
を
立
案
し
、
予
算
に
反

映
さ
せ
、
政
策
を
実
行
す
る

意
思
は
大
切
で
あ
り
、
そ
の

想
い
は
総
合
計
画
策
定
の
際

に
反
映
で
き
る
も
の
と
判
断

す
る
。

特に優先課題とされている角田こ線橋

議
員　

本
町
の
懸
案
事
項
に

な
っ
て
い
る
国
道
２
３
４
号

の
拡
幅
問
題
は
、
今
、
国
が

行
う
大
規
模
な
公
共
工
事
に

合
致
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　

国
道
の
拡
幅
は
、
こ
こ
ま

で
疲
弊
し
た
本
町
の
地
域
経

済
の
カ
ン
フ
ル
剤
に
な
る
も

の
で
あ
る
。
各
地
で
大
き
な

売
上
が
あ
る
「
道
の
駅
」
を

建
設
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
。
特
徴
あ
る
「
道
の
駅
」

の
建
設
は
、
本
町
の
農
業
の

み
な
ら
ず
商
業
に
大
き
な
可

能
性
を
与
え
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。

　

特
に
、
商
店
街
は
生
き
残

る
た
め
「
道
の
駅
」
に
出
店

す
る
こ
と
で
収
入
を
確
保
す

る
こ
と
も
で
き
、
商
店
街
の

維
持
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

町
長　

国
道
２
３
４
号
は
、

新
千
歳
空
港
や
苫
小
牧
港

と
上
川
圏
域
を
結
ぶ
重
要
な

産
業
道
路
で
あ
る
。
本
町
の

振
興
、
発
展
、
町
民
の
快
適

な
日
常
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
こ
の
国
道
の
拡
幅
は
欠

か
せ
な
い
事
業
で
あ
り
、国
、

道
な
ど
関
係
機
関
に
要
請
し

て
い
る
。

　

特
に
角
田
市
街
地
の
振
興

計
画
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

公共事業

国
、
道
、
各
関
係
機
関
へ
要
請
中

国
道
２
３
４
号
に
国
の
公
共
工
事
を

今年度から全戸配布された予算説明書
「知っておきたいまちの予算」

友成克司 議員

る
こ
線
橋
の
撤
去
を
優
先
課

題
と
し
要
望
し
て
い
く
。

　
「
道
の
駅
」
の
建
設
は
６

次
産
業
化
の
推
進
や
観
光
振

興
方
策
の
ひ
と
つ
。し
か
し
、

多
額
の
費
用
を
要
す
る
の
で

財
政
状
況
を
十
分
考
慮
し
、

検
討
し
た
い
。
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

環
境
対
策

  炭の多面的利活用の具現化は
品質等の課題を整理し検討

議
員　

近
年
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
ま
た
、
景
気
の
低

迷
や
不
安
定
に
よ
り
地
域
経

済
は
疲
弊
し
て
い
る
。
農
業

は
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
農

家
戸
数
が
減
少
し
て
お
り
、

活
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
経

済
活
性
化
の
た
め
、
農
商
工

が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
①
現
在
、

ど
の
よ
う
な
連
携
を
行
っ
て

い
る
の
か
②
各
業
種
の
方
々

に
よ
る
勉
強
会
や
消
費
者
を

交
え
て
の
懇
談
会
を
通
じ

て
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
づ
く
り
を
目
指
す
グ
ル
ー

プ
が
あ
る
が
、
そ
の
条
例
に

つ
い
て
の
考
え
は

町
長　

①
農
商
工
連
携
の
取

り
組
み
は
、
地
域
経
済
活
性

化
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ

る
。
本
町
で
は
、
国
内
最
北

の
栗
の
産
地
化
を
目
指
し
た

「
栗
の
活
用
事
業
」
や
健
康

機
能
性
玉
ね
ぎ
「
さ
ら
さ
ら

レ
ッ
ド
」、超
強
力
粉
の
「
ゆ

め
ち
か
ら
」
な
ど
生
産
か
ら

流
通
、
加
工
ま
で
農
商
工
連

携
に
よ
る
６
次
産
業
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
き

た
。

　

ま
た
、
く
り
や
ま
夏
ま
つ

り
実
行
委
員
会
や
栗
山
町
特

産
品
推
進
協
議
会
な
ど
と
も

農
商
工
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

②
本
町
で
も
「
中
小
企
業
振

「栗山の産業振興」を考える講演会
（主催：栗山町中小企業振興協議会）

三田源幸 議員

議
員　

炭
化
処
理
施
設
は
最

終
処
分
場
の
延
命
を
目
的
と

し
て
ご
み
の
減
量
に
向
け
て

成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
そ

の
副
産
物
で
あ
る
炭
に
つ
い

て
は
融
雪
剤
と
し
て
活
用
す

る
ほ
か
、
多
面
的
に
利
活
用

し
た
い
と
し
て
い
る
。

　

融
雪
剤
と
し
て
試
験
的
に

使
用
し
た
農
家
の
方
や
近
隣

自
治
体
か
ら
は
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
①
炭
を
融
雪
剤
と

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
コ
ス
ト
は
②
販
売
す
る
予

定
は
③
多
面
的
利
用
に
つ
い

て
検
討
し
、
具
体
化
さ
れ
た

の
か
。

町
長　

農
業
用
の
融
雪
剤
と

し
て
販
売
に
す
る
た
め
に

は
、
多
額
の
設
備
投
資
が
必

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
品
質
等
に
も
課
題

が
多
く
、
当
面
は
そ
れ
ら
を

整
理
し
な
が
ら
炭
の
利
活
用

を
検
討
す
る
。

　

な
お
、
本
年
度
は
栗く
り
ぴ
っ
ど

肥
土

販
売
時
に
、
町
民
の
方
々
に

炭
を
無
償
で
提
供
し
、
試
験

的
に
活
用
を
い
た
だ
い
た
。

産業振興

地
域
の
経
済
団
体
等
の
参
画
を

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
策
定
は

くりやまぎかいだより№ 137

ごみの中に異物混入が炭の質や比重不足の
原因となる

興
基
本
条
例
」
を
通
し
て
経

済
の
活
性
化
と
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
「
栗
山
町

中
小
企
業
振
興
協
議
会
」
が

活
動
を
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
協
議
会
の

中
で
広
く
議
論
で
き
る
場
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

経
済
団
体
等
が
積
極
的
に
参

画
で
き
る
よ
う
、
と
り
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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紅葉が深まり、冬の訪れが日に日に感じられ今年もわずかで終えよ
うとしています。春先の低温長雨が一転して高温干ばつ、お盆以

降の長雨による収穫作業の遅れ・・・近年の異常気象をまざまざと感
じさせられた一年だったような気がします。
　そして、全国各地での局地的集中豪雨、自然災害の多発と被災され
た方々には心よりお見舞い申し上げます。改めて地域防災のあり方に
再点検が必要と感じました。
　また、地域経済にマイナスの影響が大きい TPP 交渉の行方と消費税
増税、物価上昇により私たちの生活に与える影響が懸念されます。そ
の打開策の前提として、情報公開を活発にし、皆で知恵を出し合い、
前向きな行動をとり、自助努力が大切であると痛感します。
　議会広報研修会を受講した際、賛否の結果よりも過程の掲載が必要
と言われました。議会だよりも情報公開のひとつ、わかりやすく、ど
なたにも関心を持っていただける紙面づくりを心がけていきます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大西）

「私と栗山町」
     西川 めぐみ さん（杵臼）

　私は昨年の３月に親子４人で岩見沢市から引越して来ました・・・
というよりも18年ぶりに地元に帰ってきました。
　主人の両親と同居し６人家族です。仕事をやめて実家の農業を手伝
うようになってからは、ずっと岩見沢から通っていたのですが、就農
を機に栗山町に戻ってくることになりました。子どもは高校３年の息
子と高校２年の娘の２人です。２人とも、岩見沢の高校に通い部活動
もあるので、ほぼ毎日駅まで車で送迎しています。杵臼方面は利用者
が少ないためかバスがほとんど通りません。
　今はどこも少子化ですが、私の子どもの頃は栗山にもたくさん小学
校がありました。母校のひとつでもある雨煙別小学校は閉校後、コカ・
コーラ環境ハウスに生まれ変わっています。偶然にも、農業体験に来
る修学旅行生の民泊受け入れをしている我が家にとって、対面式等を
行う旧雨煙別小学校が新たな出会いの場所となりました。農業経験の
浅い私は、修学旅行生にうまく教えることができないのですが、良い
思い出のひとつになればと思い接しています。
　岩見沢から通っていた時とは違い色々な面で戸惑うことばかりです
が、主人の両親やご近所の方々に助けていただき、毎日を楽しく過ご
しています。自分の子どもたちにも「栗山にきてよかった」と思って
もらえるよう、私なりにこれからもがんばっていきたいと思います。

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

　　　　    議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴は
議会に行こう！

12 月定例会の開会日

月　　 日～1712

町議会のくわしい情報は栗山町議会ホームページへ 栗山町議会 検索
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15 日（金） 第 5 回臨時会
25 日（月） 総務教育常任委員会

12 月 17 日（火）～ 第 6 回定例会


